
51レッドデータブックとっとり (植物）

　タケシマラン　ユリ科
　Streptopus streptopoides (Ledeb.) Frye et Rigg var. japonicus (Maxim.) Fassett 

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

　ハナゼキショウ　ユリ科
　Tofieldia nuda Maxim.

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

■選定理由　局限・孤立，分布限界，遺存性，希少性。
■生態･形態　通常亜高山帯に生育する多年生草本。県内で
は扇ノ山にのみ分布。遺存植物。地下茎は横走。茎は高さ
20～60cm，中上部で1～2分枝する。葉は互生して羽状複葉
状，長卵形，鋭突頭，基部は円形～くさび形，無柄，長さ5

～10cm。花は6月頃，淡紅褐色，葉腋に1花，花被は披針形で
反曲，細長い花柄があり下垂する。液果は赤熟，球形。ナル
コユリ類に葉形は類似するが，花が異なる。
■分布　本州中北部，四国剣山。
（県内）扇ノ山。分布西限。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。扇ノ山一帯の自然林
等の植生保護。

■選定理由　減少顕著，採取圧，局限・孤立，希少性。
■生態･形態　山地の湿潤な岩場に生育する小形の常緑多年生草本。葉は根出，線形，やや湾曲して左右に扁平，長鋭突
頭，全縁，長さ5～20cm。花は7～8月，白色，総状に多数，花茎は長く突出，小形葉を2枚つける。類似のヒメイワショウ
ブは葉縁に微細突起がある。
■分布　本州関東以西，九州。
（県内）用瀬町。
■保護上の留意点　厳重な採取防止。山地の湿潤な岩場およびその周
辺一帯の自然植生の保護。




